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【科目】アルゴリズム論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

荒川 達也

【授業目標・教育方針】
・アルゴリズムの計算量を理解すること。
・データ構造の概念と使用方法を理解すること。
・代表的なソートアルゴリズムを理解すること。
・代表的な探索アルゴリズムを理解すること。
・代表的な文字列処理のアルゴリズムを理解すること。
・代表的なグラフアルゴリズムを理解すること。
・計算困難問題の概念を理解すること。
・計算困難問題に対する近似アルゴリズムを実例を通して理解すること。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
問題を解くための具体的な手順のことをアルゴリズムと言います。この授業では主に（１）計算量（２）データ構造
（３）代表的なアルゴリズム（４）計算困難問題と近似アルゴリズムの４つのテーマを通して、アルゴリズム論の基本
事項を概観します。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：あるごりずむ：広瀬　貞樹：近代科学社：9784764903203

【メッセージ】
アルゴリズム論は「計算とは何か」を考察していく抽象的な側面と、プログラミングのための実用的なツールという
具体的な側面を持っています。両者をバランスよく身につけるようにしっかり学んでください。

【備考】
プログラム言語についてある程度の知識があることが望ましいが、必須ではない。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：アルゴリズム論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 4 回 計算量とデータ構造 アルゴリズムとは
計算量
データ構造

5 回～ 7 回 ソートと探索 ソート
探索

8 回 中間試験 前半の講義内容を試験範囲とする。
9 回～ 11 回 文字列とグラフ 文字列処理

グラフアルゴリズム
12 回～ 14 回 計算困難問題 計算困難問題

ＮＰ完全問題
近似アルゴリズム

15 回 期末試験 後半の講義内容を試験範囲とする。
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